
富山湾におけるベニズワイの生息密度と餌への誘集行動

辻本　　 良’

1999 牢８ 月３日に．富山湾湾口郎の海嫉で「しんかい2000 」による潜航岡査を行った．水深l,054 ～1,0跖 ｍの膓底を豹1.６００

翔航走し．ベニズワイの分布状況とサパ餌への踊集状況を瞶察した．ベニズワイの生息密慶は21 個 体八,０００㎡であった．航走申に観

察した闥体戮は匐1 翦体で，甲蝠９ｓ 以上の大型の雄は70 赳体．雌楹不明の甲輻５～９ｓ の小璽個体は 加個体，甲幅２～５ａ の未成

体が半数以上のlll 個 体を占めた．サパ劼への趙桑実験は４回行い．大型の雄５尼が佃に舗桑されるのを観察した．

キーワード：ペニズワイ，生息密虞．佃誘桑実験，富山湾

Population  Density of the Red  Snow  Crab, Chionoecetes japonicus,

and  its Behavioral  Response  to Bait in Toyama  Bay

Ryo  TSUJIMOTO*2

The  Survey  was  earned  oui  durmf  the cruiso of the research submersible  "SHINK  At 2000"  ai the mouth  of Toyama  Bay  on  Aug  3  in 1998

Population  density of  the red snow  crab, Chwotctits  Ifipomcut. and its behavioral response  to mackerel  bait were observed  duri n$ a cruise of about

I ,≪00m  cruise at a depth of 1.056-1,02d m. Population  density  of C,
 laporucxts was  estimated to be 21 i individuals/ t ,000nr.

 Two  hundreds  one indi-

viduals  of C.japQ>≫ct<s ≪ttc  (observed during  the cruise. The  number  of males  wiiJi carapace width of>9cm  and small crabs with carapace width of 5-

9cm  were  70  and  20  individuals, respectively Immature  young  with eafapacc
 width  ranging  from  2 to 5cm  consisted of  11J individuals, ≪hieh

accounted  for over half of the total crabs observed  During  <hc 4 tunes that the bait attraction
 experiment*  were earricd out, we  observed 5 male  crabs

that were  attracted by  the mackerel  bait.

K≪y words  s Red  snow  crab, Chfoaoccctcs  japonteut, population density, ball amaciion  experiment, Teyama  Coy
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１ ． は じ め に

ベ ニ ズ ワ イ ＣＳｓ ｏｅｃｅｌｓ ｊ ｐａｓjcｕｌ は ． 日 本 海 及 び 太 平

洋 に 面 し た 北 海 退 京 岸'･か ら 本 州 の 犬 吠 埼 に い た る 海 域1･

に 分 布 し て い る ． 日 本 海 に お い て ペ ニ ズ ワ イ は 水 麗 上 重

灑 種 の １ つ で あ り ， 漁 獲ｌ は1983 ～1984 年 に52,0 圜 ～

53,0(ｌt の ピ ー ク を 示 し た が. 以 後 年 々 減 少 し ，1996 年 で

は25,7731 と な っ て い る'3. 富 山 湾 に お け る ペ ニ ズ ワ イ 漁

業 は ． か つ て 底 刺 し 釧 に よ る 操 業 の み で ． そ の 漁 板 量 も

少 な い も の で あ っ た が.1962 年 に か に か ご 漁 法 が 開 発 さ

れ て か ら は. 深 い 洫 堋 が11j 用 で き る よ う に な り 漁 極 量 は

急 速 に 伸 び ，1986 年 にl,890i を 紀 録 し た が 以 後 減 少 し.

1997 年 に は6541 と な っ て い る'‘ ． か に か ご 漁 業 に よ る 高

い 漁 穫 圧 力 に よ り ，富 山 湾 で も ベ ニ ズ ワ イ 資 源 は 減 少 し

て い る ．

ベ ニ ズ ワ イ 資 源 を 守 る た め に ． す べ て の 雌 及 ぴ 甲 偲 ９

啣 以 下 の 雄 の 採 捕 禁 止, 網 目 の 拡 大 及 び 禁 漁 期 問 の 設 定

等 の 規 制 が な さ れ て い る が, 資 源 回 復 の 兆 候 は 見 ら れ な

い ． 資 源 管 理 を 劾 果 的 に 行 う た め に は ， 生 態 に 基 づ い た

管 理 手 族 が 要 求 さ れ る ． し か し ． 本 種 の 生 息 水 深 が 偈0

～ ２,600m と 非 常 に 深 い こ と と ． 餌 で 銹 象 し て 漁 獲 す る

と い う か に か ご 漁 具 の 特 性 か ら ，生 態 や 生 息 密 度 に 関 し

て 不 明 な 点 が 多 い ．

富 山 湾 に お け る｢ し ん か い2000｣ に よ る ペ ニ ズ ワ

イ の 潜 水 調 査 は 過 去 数 回 行 わ れ て い る｀气 こ 瓦･ら の 研 究

に よ っ て 生 息 密 度 や 分 布 状 況 に 関 す る 知 見 が 集 禎 さ れ て

き て は い る も の の, 雌 雄 毎 の 生 息 分 布 域 や 末 成 体 の 分 布

城 等 ． ま だ 十 分 に は 解 明 さ れ て い な い ． 本 假 で は ， 富|||

湾 湾 口 Ｓ の 水 深1, ０２４～1,a56m に お い て ， ペ ニ ズ ワ イ の

生 息 密 度 一分 布 状 況 並 び に サ パ 鵬 へ の 誘 集 行 動 に 関 し て

若 干 の 知 見 が 得 ら れ た の で 報 告 す る ．

図 】 富 山湾 に お け る 潜 航 調 査地 点

Fi＆I Lccal ㎞ ｏrlhe‘｀SHINKA1204 〕0り1034  dive in Toyama  Bay-

･’日本海区水産研究所ベニズワイ資源Ｓ価蔡.

’l富山農林水産統計年匍：北陸廁政局簡山統計情報亊

務所.

j6

２． 材料及び方法

｢しんかい2000｣ によるベニズワイの生態観察は.

1998年8月３日の第1034回潜水調査として行われた．榊

水地点は，富山湾湾口部の北綿37 ° 15.50≒ 東経137°

33.00'で( 図1). 水深1,054 mの地点に着底し. 1,024 m

の地点で離底した．潜行は，９畤17 分から16 時00 分ま

での約７時間，海底での調査時闕は10 時17 分から 】5畤

14 分までの約５時間であった．航走距寐は約1,600m で

あった.航行中には目視靦察によって個体数を計数した．

また．体長約30 ㎝の冷凍サパ15 尾を釧に収容したもの

を，溜水艇直前にマニュピレーターにより放皿し，約30

分問づつ４回，サバ餽への綉集個体数を針数し，同時に

その行動を親察した．誘集実験を約1,600m の航行距離

のうち約500m ごとに区切ったSI亅～４の地点で行った

(図2).

３ ． 結果及び考察

３．１　 淘底・生勧等の状況

航走中．海底 の傾斜はほとんど感じられず．ほぽ平坦

であった．而底にお いて大きな起伏はなく．商さ20 ～30

㎝程度の小|』｣が散在しているのみであった．底質は軟泥

で，岩盤などの照い基質は全く見られなかった．海庭に

は．エピやエゾバイ科巻貝( ３ｕαllgｓｓp.,宀≒ｓｓａsp.)

が移勤した痕跡や，生物が開けたと考えられる直径３㎝

程度の小穴が多歓観察された. 底泥の色は全体的に黄土

色であったが，直径10gm 程度の大きさで, 底泥の表面付

近にのみ此色に変色したバクテリアマット状のものが多

歓観察された．

着底後の濁りが消えた時の視程は杓4m であった．海

底における潮の流れは非常に迎く．いったん舞い上がっ

た屁は，なかな か沈降することはなかった．海底を航走

中，潜水艇のＣｒＤによ って 鯢測した水温は,0.2 ℃台, 塩

分は33.qp ｓｕ台であり，水温 一塩分の変化はほとんどな

かった．

図 ２ 「し ん か い2000｣ 潜 航 航 跡 図

図 丱の Ｎｅ.は 餌 蒭 集 実 験 地 点 を 示 す 。

FiS.2 Thelrlalineoflhe･ ‘SI･|INKA12 闃0".

Ｎｌｍｂｅrs in the i皀ulcindicalclhet 陋illlr斡ｌｉｏｎａ 呻 ぽim㎝lsla-

tions.
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ベ ニ ズ ワ イ 以 外 の 甲 殻 類 で は ， イ ソ モ エ ピ 属 の11･

al 汕jｓsp. 及 び ク ロ ザ コ エ ピ 属 の1 種･4j 笘jlssp.が 観 察 さ れ ．

な か で も イ ソ モ エ ピ 属 の1 穩 は 最 も 多 く 見 ら れ た 生 物 で

あ っ た ．魚 類 で は ．ノ ロ ゲ ン グ, ４掏 丿印jｓid ｓ 或 ザ ラ ビ

ク ニ ンCtrcproctus trach μ ｏｆｉｓ， セ ッ パ リ カ ジ カ

ＭａtａｃＱｃＱｌｆｌｓ ぶibbcr. 頭 足 類 で は ド ス イ カ ・ ｅ。，ｙl・ｕaj‘ｓ

砒 翕ＳｉｓＩｃｒ. 棘 皮 動 物 で は フ サ ト ゲ ニ チ リ ン ヒ ト デ

Crossasier  papposus. ス ナ イ ト マ キ ガ イC/cnodiscvs

crispatus が 観 察 さ れ た ． 種 不 明 の イ ソ ギ ン チ ャ ク が 観 察

さ れ ， そ の 岡 り に イ パ ラ モ エ ピ 属 の １種 や ベ ニ ズ ワ イ が

寄 り 添 っ て い た. 潜 航 地 点l まISI足 頚 の オ オ エ ッ チ ュ ウ パ

イ Ｓｌｇｌ,･ｌｓja7 ㎡'ssimu 。 の 生 息 域 と 考 え ら れ る １が ， 海

底 表 面 に は 全 く 確 認 さ れ な か っ た こ と か ら ， 底 泥 中 に

濳 っ て い た こ と が 惟 定 さ れ る ．

写 真 １ サ バ 剖 に 綉集 さ れ た ベ ニ ズ ワ イ （SI.Z）

PhQ40 1 Rcd s ｎｏw ｃｎｂs 抓 陷c凶bylhcmackerllbaits･ （Ｓt.2）

３．２　 ベニズワイのサバ餌隲集実験

サパ餌の餃翦時問と綉葉されたベニ ズワイの鮨体数を

表Ｕこ，またその銹災状況を写真 】に示した．４回の餌誘

集実験で．合計５個体のペニズワイが餌に綉集され，そ

れらはすべて甲櫑９㎝以上の大型の雄であった･  Sl.2で

は４個体と最も誘集翻体数が多く，先に鯛に銹集されて

いた個体を.吸から来た佃体が威嚇する行動が見られた．

威嚇された個体は餌から約lm 庫れたところにすばやく

逃避したか，また約2 分後には餌に集まった.SI.3 とSl.4

には．それぞれ，甲鱚5al 程度と甲傴3al 程度の未成体

翻体が１尾づつ餌から２ｍ以内の距離にいたが，餌には

羂集されなかった．大型のベニズワイが餌に対しすばや

く反応したこととは対照的であった．

伊藤･･は．本潜航の15 年前の1983 年７月26 日に富山

湾の水探1.010～1,070m の海域で同様のサパ朗への誘集

実験を３回行い，そ れぞれ. 】5分，60 分.10 分間餌を放

置した結果．綉集した齟体数は３個体.15 個体．１個体

の合計19 齠体であったと報じている．この調査結果に比

べ, 本飼査の銹葉個体数は合計5個体にすぎなかった. 伊

藤‘1の潜航地点は本潜航地点から西南西に約30 ㎞離れて

いるため一概に比較することはできないが.15 年前より

も洫猥圧が増加したことに起因して生息密度が低下し．

綉奥個体歓が少なくなった可能性も考えられる．

妾 １ ベ ニ ズ ワ イ の サ バ 餌 誘 集 実 験 結 果

Table  1 Results of bait attraction experiment  wiih red snow  crabs.

J ＡＭＳＴＥＣ Ｊ.De･ ｐ Ｓ●ａ Ｒｏs..151199S ）

３． ３　ベニズワイの生息密度

航行距雌約1,600m の間に. 201岡体のペニズワイを確

認した．海底での視程から，｢しんかい2000｣ の左右

両窓から見える・ 界幅を６ｍと仮定すると．全観察面積

は9,6{X3㎡となり，生息密度は21 個体/1,000㎡と算出さ

れた. 確認したベニズワイのうち.半数以上を占める】11

個体が甲傴２～５ロロの未成体であった{ 写真2}. 漁獲対

象となりうる甲輻9 ㎝以上の雄が70 個体，甲幅５～９㎝

までの小型齟体が20 個体確認された. 大型の雄は鋏脚が

発達していることから雌雄が判別できるが. 未成体及び

小型齟体の性別は判定できなかった．靦察したベニズワ

イのほとんどは海底泥上にいたが．そのうちｌ齟体のみ

が体の半分理度を底泥のくぽみに僭った状態であった．

橘本・堋111 は.1983 年に石川県能登島野崎東抻の水

深1,膕2 ～1,096m の富山湾における潜水調査を行って

いる．この調査地点の生息密度は22.89 鰕体yl,0CO㎡で．

成体と甲幅3 ～5au 程度の未成体との割合はほぽ半々で

あり,成体は甲榲jOcn以 上の雄のみが確認されたことを

報じており，今回の調査と迂ぽ同様の結果が得られてい

る．一方．武野“･は，富山湾湾奥における潜水調査にお

いて，生息密度は52 齠体yl,000㎡，雎が僵占．雄の占め

る割合は1 ％以 下．未成体釧体は確認されなかったこと

を餓じている．これらのことから，富山湾のベニズワイ

の分布状況は．海域．雌雄及び成体・未成体によって大

きく異なることが推定される．また．他の海域と生息密

皮を比較すると．藤倉らｌは．鳥取県沖の隠岐堆付近で

46 個体yl,000㎡，北海道日本海靤の奥尻廊嶺で５４１ 体X

l,000㎡と報じていることから.今回の潜航地点の生息密

度は，これら海峨の半分以下である．

渡部一山崎 ば. 曳航式深海用水中ビデオカメラによっ

てペニズワイの生息密嶝の算出を試みている．ベニ ズワ

イが底泥に潛っていた場合. 生息密度を過小評価する危

験性がある．しかし，今回の観察では，体の半分程度が

潜っている咽体を１胴体確詔したのみで．体全体がi絳っ

ている個体は確認できな かった．武野^iと同様に．海底
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写真２ 甲幅２回程度の未成体ベニズワイ

P柚102 1mmalufcrcdsaQwcrabwilhab叫12cmcaa 呻cewidlh.

に 潜 っ て い た 個 体 が 辺 い 出 し た 時 に 生 じ る よ う な 穴 も 兄

見 し て い な い こ と か ら ．体 全 体 を 潜 ら せ る 胴 体 は い な い

と 考 え ら れ る ．

今 回 磑 察 さ ね た 甲 帽2 ～5c ｓ の 未 成 体 は ， 渡 辺 ・ 鈴 内

I゙ が 推 定 し た 成 長 曲 穣 か ら ．６ ～ ９ 齡 期 （ 脱 皮 回 数 ） 群 に

相 当 す る も の と 考 え ら れ る ．着 底 生 活 に 移 行 し て か ら の

穣 ガ ニ に 祠 し て. ＹＱｓh・ ａｎｄ Ｈａyａshill･と ＹｏshoElaXI ’゙の

報 告 が あ る が. 當111 喘 に お け る 稙 ガ ニ の 生 且 密 嘆 や 分 布

に 関 す る 知 見 が 少 な い た め ． 今 後 の 調 査 が 期 待 さ れ る ．

測　 辞

本調査を突施するにあたって, 海洋科学技術センター

深海研究部の方々．「なつしま」胎長以下乗組貝各位, な

らびに「しんかい2000 」依田代志男指令以下運航

チームの各位に御協力いただきました．また，水産庁養

刑研究所反町稔|郷士には.有益な助言をいただきました．

ここに記して．感謝の意を表します．
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